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帝都大震火災系統地図 関東

大震災直後,東京帝国大学では

被害の情況を調べて,貴重な図

を残 した。これはそのうちの一

種Q罹 災者情報局調査 とある

が,英文の説明には, Edted
by the Relief lnfOrmation Bu‐

reau of the TOkyo lmperial U

Universityと なっている。一方,

文部省震災予防調査会編 の

「東京市火災動態地図」というの

もあり,そ れには,理学部物理

学科学生有志3o余名が 9月 中旬

から10月 中旬まで質問によって

調べたということが理学博士中

村清二の謝辞のなかにみられる。

両者には,分析に若千の違いが

みられる。被服廠跡の犠牲者数
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************中 学 *****摯 *************ホ

新 井 久 男 (書議 )

前吉野事務長の後をうけて, 7月 1日 付で理学部の事務長に就任いた

しました。学部の事務長としては,はじめての経験で, 9学科,13教室 ,

81講座, 5施設をもつ大世帯の理学部にまいりまして何かと戸惑 うこと

の多い毎日です。

前事務長は理学部に長年に亘り勤務され言わば理学部の生え抜 きで,

理学部のことはすべて熟知され,管理能力も抜群で,このあとを引受け

た私 としては,い ささ力ヽ いもとない気がいたしますが,一日も早 く理学

部の空気に慣れ勉強し,先輩の足跡を汚すことのないよう努力いたすつ

もりでおりますので,皆様の温かい御支援を切におねがい申上げます。

******オ ****十 ***キ ヤ****■ ***キ ****中 **キ

理学部 5号館の新住民か ら

藤  田 宏 (数学 )

拶挨御任就

数 。地質・鉱物の私たち3教室が新築の理学部 5

号館 (以下,単に 5号館 )に入居 しましてから,も

う半年近 くになります。いまさら,転居のご挨拶を

申し上げるのも時期はずれですが,こ の小半年に味

わいました住み心地の報告をかねまして 5号館の紹

介をさせて頂きます。

なか,申 しかくれましたが, 5号館の建築,そ こ

への引越 しに当りましては,施設部や理学部事務の

担当の方々の御尽力もさることながら,部長保留金

から多大のカンパを して頂 くなど理学部教授会の格

別の御配慮を受けました。御礼申し上げます。

御存じのように, 5号館は地上 7階,地下 1階の

建物ですが,正確には軒高26.8mで 屋上の塔屋の最

高点では30.5mの高さになります。確かに,本郷キ

ャンパスの本富士署 よりの地域では,一頭地を抜 く

存在です。外からの景観 も,四隅の八角柱の淡い色,

大きなガラス窓 と交互に層をなしながら水平に走る

外壁の濃い色と,色彩はチョコレート色をベースに

して,仲 々の威容 と格調を誇っています。さすが ,

丹下健三都市建築設計事務所の設計と本学施設部の

施工・監理 rCよ るものと思えます。  というのは

身贔層あるいは自己満足かも知れません。ついでに

調子のよいことを言いますと,現在のところ建物の

正面は,建築予定の大学本部の建4/2が ,地下部分と

地表面の部分だけが出来て,工事中断の状態にあり

コンク
`リ

ート・ ジャングルの荒涼が漂つていま

それすらも,ニ ョッキリ生えた黒色の排気筒 3本 と

マッチしてオブジェ風の美趣を呈 していると言えな

いことはありません。

この正面傾Iか ら5号館へ入ろうとしますと「理学

部五号館」および「数学教室,地質学教室,鉱物学

教室」の標札が日につきます。この雄勁にして典雅

な書は, 5号館建築の発議の頃から理学部の担当責

任者 として内圧,外圧にたえて御尽力下さった下郡

山先生の筆によるものです。

この標札を横を見て館内に入りますと学生ホーJ1/
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などの空間 と共に, 3教室の講義室が並んでいます。

ある学生に聞いてみますと,「されいすぎて落着か

ない」 とい う感想でした。 1階にかぎらず,館内は

まだ,自 い所は自く,赤い所は赤 く,(日本の )大

学の建物内 lFCい るというよりもビジネス・ ホテルな

どにいるような気が します。余 りに滑 らかな床に足

をとられて肋骨を折 りそこなつた先生 (数学 の先生

でした )が いた り,余 りに透明なガラス壁 を通 り抜

けようとして切 り傷を負った学生 (数学 の学生で し

た )が いたりしましたが,や は り「 されいなことは

よいことだ」 と大勢は喜んでおります。

1階 の1ヒ端には,エ ンベーターが 2基あります。

かなり有能なもの らしく, 1階 と7階の間をノン・

ス トップの場合は上り30秒弱,下 り20秒強で連絡 し

ます。 7階 に直行 します と,三教室の図書室群があ

ります。 6階 , 5階 は数学が使っていて,教官室 ,

セミナー室,院生室などが主になつています。数学

の教授室が, 15単位 という,やや反動的 な広さを

持つていることが 目立ちますが, これはセ ミナー室

兼用 とい うことrCな つています。 4階は,数学の部

分と鉱物の部分 とに分れています。 3階 , 2階 は地

質が使 っていて,教官室や研究室が主になつていま

す。先程の 1階 を通 り越 して,地階 に行 きます と地

質・鉱物の実験室群があります。全体での総面積は

7376m2と 聞ぃてぃます。

さて,住み心地ですが,前 にも言いましたように,

「新 しいことは気持が よい」,「思ったより良かつ

た」など,素直に喜んでいる気持が第一だ と思いま

す。もちろん,細かい点では,ゴ ミ捨場が無かつた

り,地下の入 口の使用を本部倶1に禁じられたり (其

の後解決 ),換気の効かないコーナーがあった り,

会計検査がすんだら直 しま しょうと約束 しなければ

ならない箇所が見つかつたり,い ろいろありますが ,

まあ, これだけ大 きい物 にはそれ位の欠点は,当 初 ,

付きものでありましよう。

ただ し,上のように達観できない問題が一つだけ

あります。それは,冷房装置の ことです。 5号館の

設計は,窓が開かずの大 ガラス (ハ メ殺シ ?)1/Cな

つているなど,集中冷房が実施されることを前提 と

しています。また,冷気を各室に供給する末端 (フ

ァン・ コイル・ ユニット)は,すでに備えられてい

ます。 ところが冷気を発生するモトがありません。

この冷房機は本部地下に備えられる筈だつたのです

が,本部の建築のか 〈れのためか,予算がつかず ,

今 も無いままです。夏に入る前は,暑熱のため健康

・能率の点から極限状態が発生するのではないかと

案ぜ られ,理学部長,施設部長はじめ多 くの方が奔

走 して下 さいましたが効を奏 しませんで した。それ

で,私たちは,職員が健康を害 うのではないか,研

究が完全に停止するのではないか,陳情の坐 り込み

が起るのではないか と心を痛めていたのですが,八

月に入つてたまたまの長雨 と冷夏が幸い し, カタス

トローフは起 らずにすみました。来年 も冷房機が付

かないので したら,ぜひとも冷夏にして貰わねばな

りません。
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理学部 5号館の完成披露は去る6月 4日 (Dに,向坊総長をはじめ約 200名 を招待して

行われた。写真は披露パーティで撮つたものである。乾杯の音頭をとつてかられるのは坪
井誠太郎名誉教授 (中央 )。
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270 MHz核 磁気共鳴測定装置

さきに, 膝 液 における生体分子の構造」 と題 し

た小文 (理学部広報 ,49年 11月 )を寄せ,核磁気共

鳴 (NMR)が生体分子の構造研究に特に重要である

ことを述べた。幸いにその後,理学部から要望 して

いた特別設備費が ようや くに して認められ,昭和 51,

52年度にわた り,超伝導磁石を用いた NMR測定装

置 (学 内共用 )が生物化学教室に設置されることに

決まった。昨年 10月 ,ブルツカー社のWH 270型 の

装置が入荷 し,数日後 lrcは,所定の規格 よりよい性

能でNMR潰1定ができるようになつた。

WH 270型装置は,写真で示す ように,い くつか

の部分からなつている。右端に置いてあるのは,63.

5キ ロガ ウスの超伝導磁石である。超伝導 ノンノイ

ドは,内側デュワーの液体ヘ リウムに浸っている。

ふつう一週間に一回 ,液体ヘ リウムを補給 し,外側

デュワーには液体窒素を二回補給する。気化 したへ

リウムは,補集 したあと,ヘ リウムタンクに圧入す

る。一週間で,ヘ リウムタンク内の圧力が数 kg/

宮 沢 辰 雄 (生化 )

∝ピlFCな った ところで,パ イプラインにより,ヘ リ

ウム気体を低温 センターヘ回収する。 もう一年近 く

になるが,幸いに異常はな く,磁場 もきわめて安定

している。これは,低温センターよりの御援助によ

るところが大 きく,感謝 している。

この磁石には,直径 5 cmの 中空部分が中心に通

つている。共鳴吸収浪1定用のプロープは下側か らと

りつけ,試料管は上側から出し入れする。51年度で

は
lH核

フー リエ変換方式のプロープを購入 して使

用 しているが,"年度では, 130核 フ_リ エ変換方

式, lH核周波数掃引 。相関方式のプロープなどを

追加する予定である。 これ らのプロープではいずれ

も,試料管の温度を変えて制御で きる。 コンソール

(写真で左寄 り )の 上部は三つの部分 lrcゎ かれてい

る。左倶1に はN icoletの 1180型 コンピューター

(デ ィスク装置はジ年度 rC追加 ),中央には磁場の

調整制御装置,右 lllに はパルス発生装置 とデカッ

プリング装置が収めてある。テーブル中央にXYレ

軸

WH 270型 装 置 (撮 影 は 老 田 哲 也 )
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コーダー,その左側にテンタイプを置 いてある。

このNMR装 置ではテレタイプを用いて (二文字

をタイブインして ),ングナルの取 り込 み と積 算

(00),フ ー リエ変換 (FT),ス ペク トルの記

録 (PX),デ カップ リング (HO,HD),ク オ

ドレイチャー方式への切換え (QN)な どを行なう。

縦緩和時間の測定,溶媒信号の除去 などは,マ イク

ロプログラムを編集 して,それによつて実行する。

この ように,たいへん使いやす ぐで きているが,や

は り高性能の装置で あるので ,注意 を要することが

らは多く,慎重な操作が必要 とされる。

270 NIH zの装置 を保守する業務内容 として,空

調室 と気化ヘリウム回収装置の整備,液体ヘ リゥム

と液体窒素の補給などのほかに,定期的な性能チェ

ックも重要である。分解能の規格は, ングナルの練

幅にして 0 2Hz以 内であるが,十分な磁場調整に

よつて,線幅を 0 05Hzま で狭 くできたことがあり,

そのときは 0 055 Hzの間隔の二本のシグナルがは

つきり分かれた。周波数は 270 LIIH zであるので ,

分解能は5C億 となる。また, 270 MH zの装置 の感

度 (S/N比 )は , 100 MHz級装置の数倍であるの

で,か なり低い濃度の試料をとり扱 うことができる。

生物材料から抽出精製される試料は,微量にしか得

られないことがふつ うであるので,低濃度でNMR

を測定できることは重要である。

タンパク質,核酸 などの生体分子の多 くは,か な

り複雑な大 きい分子であるので, 100 MHz級 の装

置では,共鳴ングナルの多 くは重なりあい,有用な

情報 をとりだ しにくい。そのため,生物化学 ,生物

物理 ,天然物化学の分野では 270 MHzの NMRス
ペク トルが必要である。現在のところ,生物化学教

室 lFc設置 のものが,わが国で唯一の 270 MHz級装

置であるので,依頼測定はむしろ優先的に行なうよ

うに努めている。この装置の維持保守 と依頼測定は,

稲垣助手 とわた くしとで行なっているが,二重共鳴

によるスペク トル解析 , pH滴定,温度変化などで

かなりの長時間演1定 を必要 とすることが よくある。

その ような依頼演1定にも速かに応 じて共同利用の実

をあげてい くためには,それなりの体制を整えるこ

とが望 ましい と考える。

270剛 z核磁気共鳴沢1定装置の設置については ,

学部長はじめ関係各位の御配慮 と御支援をいただい

た。田隅助教授 (当時 )は設置計画の当初から協力

をされた。 ここ1/C記 して,深甚な謝意を表する次第

である。

<学部消息>

6月 理学部会合日誌

6月 9日 休 )主 任 会 議

″ 13日 (月) 理 学 系委 員会

″ 15日 休 )教 授 会

″20日 鯛 ) 理 職 定例交渉

″22日 は )人 事 委 員 会

″22日 Cよ)会 計 委 員 会

7月 11日 (月 )

″ 13日 Ck)

″ 13日 Ok)

″ 20日 (水)

″ 20日 Ck)

″ 25日 (月 )

12:00-13:00

15:00-17:00

14:00～ 15:58

12:30-13:45

10:30-11:30

14:00-16:30

理 学 系 委員会  15:00～ 17:00

人 事 委 員 会  10:30～ 11:30

教 授 会 14:00～ 16:50

会 計 委 員 会  10:00～ 12:00

主 任 会 議 16:00～ 17:00

理 職 定 例 交渉  12:30～ 14:00

7月 理学部会合日誌

7月 5日 Ck) 放射線管理委員会  10:30～ 12:00

″ 6日 休 )教 務 委 員 会  13:30～ 15:30

″ 7日 休 )主 任 会 議 12:00～ 13:00

教 授 会 メ モ

6月 15日 (水)定例教授会

1 前 回 議 事 承認

2 人事異動等報告

3 人事委員会報告

4そ の 他

教授会に先立つて,米田信夫教授 (情報科学 )よ り



「 プログラミング言語の動向」 と題する講演が行な

われた。

7月 13日 (水)定例教授会

1.前 回 議 事承認

2.人事異動等報告

3 人事委員会報告

4 会計委員会報告

5 教務委員会報告

6そ の 他

教授会 lFC先立つて,土居健郎教授 (医学部 )に より

「精神衛生について」 と題する講演が行なわれた。

異   動   内

筑波大学講師 (化学系 ) 昇任

神戸大学助教授 理学部  昇任

助手採用

助手採用

動異事人

(教官 )

所属   官職

化 学  助 手

地 球  助 手

化 学

生 化

名

宏 親

直 之

英 夫

英 夫

(一般職 員 )

所属  官 職   氏

4月 物 理 物醇 凝 任 三 輪

地 球 技   官 萬利乃

鉱 物 用 務 員 岡 本

臨 海 技  官 関 本

事務部 司計 掛 長 中 屋

″       清 黒

″       伊 藤

物 理      土 居

事務部 司計掛主任 山 本

物 理 事 務 官 鳥 飼

紳 日  異 動 内 容

52 4 1勧 しょう退職

524 1勧 しょう退職

52 4 1勧 しょう退職

52:4 1勧 しょ
｀
う退職

52.4 1 地震研究所会計主任に昇任

52 4 1 司計掛長に配置換

52 4 1 経理掛長に配置換

52.4 1物理学科事務主任 に配置換

52 4.1 教養学部出納掛長に昇任

52.430退 職

52 5 1 文部事務官に採用

52 5.1 用務員に採用

52 516文部技官 に採用

52 6 1 司計掛主任に昇任

52.6 1 事務室経理主任に昇任

52 616応 用微生物研究所へ配置換

52.630勧 しょう退職

海洋研究所か ら

農学部から

医学部附属病院から

木

井

内

庭

桜

藤

竹

伊

発令年月日

52  7 16

52 8.16

52. 9  1

52. 7  1

名

清

寿満子

つちの

貞 治

俊 一

文 幸

誠 一

喜 公

宏

美和子

5月 物 理

鉱 物

臨 海

6月  事務部

臨 海

事務部

7月 事務部

″ 教 務 掛 長

市 村 光

梅 村 久

島 崎 一

片 岡   最

久保田 一 子

柳 沢 知治郎

吉 野 誠 治

子

子

幸

官

官

官

長

務

務

務

務

事

事

事

事

男

夫

久

義

井

野

新

岡

52.7.1事務長に配置換      東京天文台から

52 7.1教育学部教務掛長へ配置換
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所属  官 戦  氏   名  辮 月日   異 1動 内 容

7月 事務部      掘   弘 一      教務掛長に配置換

、物‐理      大 石 道 子 52 7.1 文部事務官に採用|

8月 地球研      沼 尾 1正 - 52.8.1 文部事務官に配置換

物 理 事 務 官 増 山 さち子 528.31退 職
″ 事 務 官 大 谷 啓 子 52.831退 職

植物園 事 務 官 木 本 富 子 52.8,31 退 職

9月 事務部 事 務 官 槙   忠 幸 52.9.1 農学部べ配置換
′       野 田 恭 二 52.9.1 文部事務官囃 換

(補佐職員 )

所属  官 職  氏  名  発響朝 日   異 動 内 容

4月 物 理      飛 塚 淳 子 52.4 1 事務補佐員に採用
5月 情 報      村 尾 孝 子 52 5 1 事務補佐員rCI採用

地 域      斎 藤 重 子 52.5.1 事務補佐員に採用

事務部 事務補佐員 喜 多 澄 江 52.5121退 職

0月 事務部 松 永 律 子 52 6.1 事務補佐員に採用
8月 物 理 事務補佐員 佐 藤 知 子 52.8.10退 職

数 学 技術補佐員 榛 葉 美代子 52.8.31 退 職

9月 数 学 遠 藤 京 子 52.9.1 事務補佐員に採用

海 外 渡 航 者

備   考

農学部から

事務局経理部から

附附属総合図書館か ら

考

所属  官職

物 理 教 授

植 物 教 授

化 学 教 授

地 質 教 授

物 理 教 授

地1理  助教授

吻  麟 授

地 球 助教授

物 理 助教授

氏   名   渡 航 先 国

山 崎 敏 光 カ  ナ  グ
アメリヵ合衆国

安 楽 泰 宏 アメリカ合衆国

向 山 光 昭‐ アメリカ合衆国

久 城 育 夫 カ  ナ  グ

霜 田 光 一 アメリカ合衆国

鈴 木 秀 夫 ギ リ シ ャ

佐 藤 哲 也 アメリカ合衆国

河 野   長 アメリカ合衆国
公  海  上

清 水 忠 雄 アメリカ合衆国

研究会議出席および研究連絡

6.23～ 818 海底岩石0研究

渡  航  目  的

中間子による原子核う物性鋼 究

エネルギー共役反応に関するゴード
珊 究会議出席および研究連絡

複素環化合物に関
‐
するゴードン研究

会議出席および研究連絡

異彎 鯉 留ラ
(IP°D),蹴

蓼轟異蓬霧
ザ~分光国1際会議出席及

キクラデス諸島の地学的調査のため

スペースおよび実験室内における磁
気リコネクシヨンに関するゴードン

客轟異進羅
ザ~分光国際会議出席及

渡航期間

6. 3～ 7. 1

6124～ 7 7

6.27-7.16

629～ 7.5

6 30-7 11

61 7～ 6.27

6.10～ 6.30

6.30～ 7`16
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所属  官職

化 学 講 師

植 物 助 手

植 物 助 手

氏   名

秋 栞 欣 哉

三 井 将 光

原 山 重 明

渡 航 先 国

アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

ス ウ ェ ー プ ン

渡航期 間

6.25‐ ～ 7.16

6:22-12.20

6.“ ～
53.6.31

渡  航  目  的

複素環化合物に関するゴー ドン研究
会議出席および研究連絡

細胞生物学,特に細胞膜に関する研究
究

大腸菌走化性の遺伝生化学的研究

海 外 渡 航 者

直 経

保

氏
　
邊

藤

渡

近

野

嶋

林

松

小

小

雌
岬
癬

球

球

海

地

地

臨

所属  官職

人 類 教 授

化 学 助 手

渡 航 先 国

イ ン ドネ シア

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ
オ ラ ン グ

アメリカ合衆国

連 合 王 国

西 ド イ ン

渡航期 間

7.17～ 10.9

7.19-8.12

7.31～ 8.2

7.30～ 8.21

7.27～ a10

太 郎

稔

英 司

8 月 海 タト 渡 航 者

渡  航  目  的

ジャワ含人類化石層調査

薫 鐸
預 突の観 に関する国際

成層圏大気力学の研究

国際地球物理火山学会総会出席

渡  航  目  的

第 8回相対論と重力場の国際会議出
席

IAGA事務連絡会議出席

1977年 情報処理学会国際連合世界大
会,同理事会出席

国際地震及び地球内部物理学会出‐席

国際地球磁気学・超高層大気物理学
協会合同会議出席

遷∫昌顔曇裏島吉
ギ~物理学と核構

腋蠣魃鶴鵡層規興学

塁撃雰隷基皆辞
物理学連合,大気物理

褒李番彗曇雷合
成活動プロジェタト

国際織 学連合執行委員会出席

1"7年高エネルギーンプトン光子相
互作用国際会議出席

第13回統計物理学国際会議出席

所属  官職

物 理 助教授 |

地物研 教:授

情 報 教 授

地 質 教1授

地物研 助 手

物 理 教 授

脚  麟 授

地 球 教 授

1地 質 助教授

化 学 教 授

物 ‐理 教 授

物 理 助 手

平 川 浩 正

福 島  直

後 藤 英 一

久 城 育 夫

飯 島   健

山 崎 敏 光

佐 藤 哲 也

岸 保 勘二郎

島 崎 英 彦

朽 津 耕 三

月ヽ 柴 昌 俊

北  原  和  夫

渡 航 先 国

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

連 合 王 国
他 3ヶ 国

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

連 合 王 国

アメリカ合衆国

ス  イ  ス

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

大 韓 民 国

ノ ピエ ト連邦

ノ ピエ ト連邦

イ ス ラ エ ル

他 2ケ 国

渡航期 間

8. 5～ 822

8‐  4～ 9. 3

8  1～ 8 21

8. 6～ 8.21

8.12～ 9111

8.27.～ 9, 4

821～ 9. 5

821～ 9.4

81 30‐ -9.lo

8.9～ 8、 16

8.23～ 91 21

8(22-9.24
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数
・
授

　
授

授
・　

授

官

教
　

教

教

教

属

・理
　
ば

理
　
学

・所

・物
一　

地

物

　

化

鋤 研 教 授

地 球 助 手

物 理 助鑓

物 理 助教授

地 球 教 授

氏   名

山 口 嘉 夫

浅 田  敏

久 保1亮 五

不 破 敬郡 |

小 日  高

水 谷   仁

和 自  靖

二 宮 敏 行

浅 EE 敏

渡 航 先 国

西 ド イ ツ

メ  イ  ス

連 合 王‐国

イ ス ラ エ ル

西 ド イ ツ

アメリカ告衆 国 |

チ  ェ  ヨ

カ  ナ  グ

パブアニユーギ

・ ア,他 3夕国

アメリカ合衆国‐

ンフン́ 他3ケ国

アメリ.力合衆国

渡航期間

322～ 9.4

8`6～ 3.21

8.22■‐9:10

8.13‐ 9. 6

325～ 9,25

&18～ 10.1

8.301～
53.6.28

8■26-‐9118

&22～ 9,13

需
1回将来加速器検討国際委員会出

国際嵯 及び地球嘲 学会出‐席

第13回統計物理学国際会議出席

%0微 量元議分析法0検討」
0研究実施および第 7回国際原子分光
光学会出席

鍼嬬魃鶴岬臥鋤蝶

地殻熱流量の技術指導および研究

低温物理学・多体問題|の研究

格子力‐学国際会議断

贔面1碁者了
ノ岬沖|にかける海離

昭和52年度科学研究費補助金一覧表

1課題番号       研  究  1題   日

海タト学術調査

〇      ‐■―ジ‐ランドの第四紀地設変動調査

:      曇       』

るフオガラ涵養オアンスの比移鳩町査

計

がん特男1研究 (1)

201016 細胞分化とがんの関係についての基礎生物学的研究

がん特別研究 ②

10201520 細躊 御における組胞表層・膜系の役割

自然災害特別研究 IC)

0202514 断軸 式と地上ンの関連

環境科学特別研究10)

203.011 熱汚染の人気環境に及ぼす影響嚇

2030125mお よびその周議 の生態系動態におよぼす人間活動

203013 環境中の変異原・癌原物質榊 よるill出 の基礎研究

津 0印は交付決定書
'単位 円

―-10-

研究担当‐者

吉 りll鷹 雄

小 堀  巌

3件

水 野 丈 夫

寺 山

木 村 敏 雄

岸保勘二郎

佐 伯 敏 郎

江 止 信 1雄

補助金額

9,50o,000

2500,000

11.000,000

2■001000

l Q000,000

3,000,ooo

2120o,000

5,000,000

600Q000

2』 0■000



課題番号

203o14

203015

試 験 研

284009

284016

試 験 研

0184010

0184031

0188019

0188021

0189‐009

284026

2380,22

289004

289005

特 定‐研

210302

210501

210602

21o‐ 701

210804

210805

210806

21090‐ 9

210911

210912

210913

211204

211603

植 村 泰 忠

吉 田 耕 造

押 田 凱 樹

江 上 信 雄

渡 辺 直 経

埴 原 和 郎

鎮 西 清 高

岸 保勘二郎

藤 原 鎮‐男

野 田 春 彦

山 田 筒 勇

不破 敬 一 郎

霜 田 光 一

研 究 題 目

低公害触媒反応の開発に関する基礎研究

汚染物質の地球化学的挙動の解析

計

究

“

)

船上・可搬型希ガス抽出装置

で
「

縄覗7芦倉姜降
による高感度高分解能赤外分光器

計

究 C)
自動浮上式海底地震計の研究と製作

ゼロレベル信号検出法の開発

留nこぇこ螺平齋僣鶴ふる轟ヤネルプレート
コンピューター情報処理によるNM畷 雑音分光法の確立

粉末回折の理論パターン計算システムの作成

光形態形成研究用暗視記録款潔装置の開発 と応用

奮勇導
伝学的研究のための超高感度高速アミノ酸分析法の

分子振動数表の作成

撃季登場騒搾畿

`鼻

名
の晰はる水素結合に関する熱力

究

“

)

表面デバイスの基礎となる化合物半導体表面の電子物性

深層底層における物理過程の研究

分化の遺伝機構

下幹 動 の実験動物化に関する研究

わが国における0-14年代 との懸隔に関|す る研究

石器型式とそのば 的変化に関する計罰 研究

場町
の自然遺物

`員

類 )の1示す古水温 と先史時代の自然環

気象情報の処理システム

試料イメージの情報化 とその蓄積システムの研究

分子進化学のための情報システム

汎用記号処理システムの研究

超1微量分析に関する研究

ンーデー分光による励起状態の科学の総合的研究

敏

男

之

允

夫

樹

美

誠

生

鎮

健

昭

・慶
一
雅

吉

一

三

件

田

原

林

田

内

谷

田

田

隅

９

浅

藤

若

和

竹

古

岡

原

田

研究担当者

向 山 光 昭

不 破 敬一郎

5件

/1ヽ 世傷   稔

中 川  徹

2件

補助金額

9,700,oO‐ 0

2.0,01001000

42,7001000

3Ю 00,000

3,500,0100

61500〕 0.00

1.80Q000

500,000

460,000

1,000,000

700,000

3:000,000

2.5‐ 00,000

2,400,000

2‐1600,000

14,960,000

7,200,000

6,5001000

6,500,000

9,000,000

2.800,000

3,900.000

4,600,000

2,000,Oo0

4,00o,000

21000,000

4,000,000

14‐200,000

8200,000



課題番号

211902

特 定 研

220602

220603

220604

220605

220909

221604

221902

222004

総 合 研

134010

134030

134034

234006

234025

234033

234043

238016

238038

238039

総 合 研

230607

230609

-般 研

0142007

0142013

0143013

研究担当者

飯 野 徹 雄

14件

岡 田 吉 美

酒 井 彦 一

堀 田 凱 樹

若 林 健 之

国 井 利 泰

黒 田 晴 雄

岡 田 吉 美

酒 井 彦 一

8件

海 野 禾口三 郎

橋 本 英 典

岸 保 勘 二 郎

藤 田  宏

吉 田 耕 造

高 橋 武 美

大 橋 広 好

江 止 信 雄

宮 沢 辰 雄

池 上  明

10件

補 助金額

23,190,000

98,090,000

3,000,000

2,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

2,000,000

1,200,000

800,000

17,000,000

2,200,000

2,400,000

2,500,000

3,900,000

4,000,000

4,530,000

4,750,000

4,000,000

3,02o,000

3,50o,000

34,800,000

1,350,000

1,440,000

2,790,00o

3,400,000

1,000,000

50o,000

研 究 題 目

細胞質因子の基礎的研究

計

究 に)

ウイルス粒子形成過程における分子識別

微小管の再構成反応における分子識別

窒螢奮量墓あぶ予姿互軍晶鱗裂
法を用いたショウジョウパ

署姿話晟猿
成法による蛋自分子集合体 rCおける分子識別の

データベースアーキテクチア

磁場効果碁霧豪
による有機結晶の光伝導 ならびにけい光の

RN Aウ イルスを用いてのRNA性 プラス ミットの開発

事彎套縫認轟異
ルキル化剤による脳微小管の崩壊機構 に関

計

究 (A)

銀河系プラズマの研究

流体力学における過渡および波動現象

大気中の大規模・小規模現象の相互作用

応用解析 と計算機数学

黒潮の大蛇行 と大冷水塊 一 その消長の予測 に関する研究

生物活性天然有機化合物 に関する研究

ヒマラヤ要素高等植物の分類学的研究

魚類 を用いた放射線障害の解析

リボ核酸の ミクロコンホメーション

脂質 と蛋白質の相互作用に重点を置 く生体膜機能の研究

計

究 (B)

中間子による原子核物理の研究

金属非金属転移の理論

計

究 (A)

超低温 lrcぉ ける乱れた系

地殻の組成の時間的及び空間的変化の研究

薬
衡反応 クエンチングによるヘテ ロポリ酸の溶液化学の研

崎

　

村

　

２

山

　

上

敏 光

洸

件

佐 々木  亘

中 村 保 夫

佐 佐 木 行美
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課題番号       研   究   題   目        研究担当者

144003 形態形成制御機構の生理学的研究            古 谷 雅 樹

240005 
諾肇塚羹酸続死

水溶液 (高温高圧 )間 の元素分配 と進化に関 飯 山 敏 光

242014 電離層 と磁気圏の電磁的結合 rC関する解析的研究     福 島  直

242016 鉱物結晶の超構造 とその生成機構            竹 内 慶 夫

244079 
事乏彦墓晃星挙品ふ菱

工の行動異常及び致死突然変異 に関 堀 田 凱 樹

8件

一 般 研 究 (B)

0146001 多様体の幾何学

0146004 紫外超過を伴う密小銀河系の字宙論的研究

0146026 低雑音の重力波検出器の開発

0146031 海洋の微細構造に関する研究

0147003 金属的有機結晶のビエゾ変調反射スペクトルの研究

0148016 
易奪畠耕易

ラヤに共通するマメ科植物の分類学的お よび花

0148020 単離分裂装置 における染色体運動の分子機構に関する研究

0148025 脳室周囲器官系の形態学的生理学的研究

148319 能動透過系輸送蛋自の研究

148329 
フ22雰程需雪紙甲す

る研究;特に大腸菌とフアージのグ
0149005  ミユオンの人工偏極の生成

246004 低温天体における分子スペクトルの研究

246036 雪氷中の捕獲大気分析による超高層大気長期変動の追跡

248019 鞭毛モデルにおける屈曲形成および屈曲波伝播の機構

248379 
禦要性修看ウ8三スイ晶縫進拿示

がとる相異る二つのコン
249008 クロム, コバル ト, ニッタルの生物地球化学的研究

計

一 般 研 究 (C)

0154110 極光の動態と磁気圏プラズマ現象

0154242 魚卵卵膜の分子構築

0154243 ,9塀
墓象将1製響蚤重通拳£媛器

に関する研究 ― クシ

0154257 祝床下部 一 脳下垂体系のエイジングに関する研究

0154261 内,外帯及び北海道との間での構造運動と堆積の比較

0154275 
黍
北日本の自亜系,第二系浅海汽水相の動的群集と堆積環

0154287 
暴変

all島 中生代以降の酸切火成海動の地質,岩石,鉱床学

服 部 品 夫

小 平 桂 一

平 川 浩 正

永 田  豊

黒 田 晴 雄

大 橋 広 好

酒 井 彦 一

小 林 英 司

安 楽 泰 宏

溝 瀾1 潔

永 嶺 謙 忠

田 中  済

等 松 隆 夫

高 橋 景 一

若 林 健 之

不破 敬 一郎

16件

国 分  征

山 上 健 次郎

村 上  彰

川 島 誠 一郎

木 村 敏 雄

鎮 西 清 高

島 崎 英 彦

補 助金額

1,000,000

20,000,000

10,500,000

26,700,000

9,000,000

72,100,000

2,000,000

1,500,000

500,000

700,000

500,000

500,000

600,000

1,000,000

1,000,000

700,000

500,000

7,000,000

2,800,000

4,100,000

4,800,000

6,100,000

34,300,000

200,000

30o,000

400,000

200,000

200,000

200,000

200,000
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課題 番号

154097

254021

254044

254091

254107

254108

254119

254120

254123

254124

254152

254198

254237

254254

254275

254276

254286

258033

258054

258097

258103

254178

-般 研

264067

264117

264122

264139

264146

264147

264164

264204

研究担当者

小 嶋  稔

伊 藤 清 三

辻    隆

田 中 文 彦

竹 内  均

佐 藤 良 輔

玉 尾  孜

小 日  高

池 本  勲

竹 田 満 洲雄

岩 村  秀

富 永  健

水 野 丈 夫

飯 島  東

久 城 育 夫

武 田  弘

尾 本 恵 市

田 隅 三 生

三 井 将 光

佐 藤  久

福 田 昭 男

荒 田 洋 治

29件

堀  源 一 郎

山 下  晃

佐 藤 哲 也

太 田 俊 明

小 林  進

三 津 橋  務

森 山 祥 彦

禾口田 正 三

補 助金額

200,000

2,300,000

1,900,000

1,150,000

1,500,000

1,300,000

1,300,000

1,300,000

1,550,000

1,400,000

1,300,000

1,550,000

2,000,000

1,750,000

1,700,000

1,700,000

1,900,000

1,480,000

1,480,000

1,400,000

1,150,000

1,550,000

34,560,000

420,000

400,000

400,000

390,000

390,000

400,000

400,000

450,000

研 究 題 目

希 ガスの同位体比に基いた地球お よび大気の起源 と進化の
研究

数理解析 における位相解析的方法‐と数値解法

微光赤外天体の分光学的研究

低次元量子系及び古典系の新 しい相転移の機構の研究

応力下における岩石の物性的研究

比較的長周期の地表変位・速度加速度の理論的研究

磁気圏プラズマとサプス トーム発生機構

入射粒子 と磁気圏プラズム波動

み穆蓄再彦牢萱修兵是
る金属的伝導性を示す有機錯体 rCお

メスパウアー分光法による非品質固体中の化学結合 と構造
の研究

裏[ぞスを獲諺邊籍遷員隠晟屏
~夕 ~べ ~ス システムの拡

努斜禁
または光照射に よる無機ハ ログン化物の合成に関す

細胞分化の安定性 lFC関 する研究

東北 日本に分布する珪質岩の堆積学的研究

日本列島の玄武岩及び安山岩の成因に関する岩石学的研究

隕石中の輝石の結晶学的特性 とその冷却過程

日本にて発見された赤血球酵素変異型の遺伝生化学的研究

活性部位へのO-13導入による酵素 タンパク質の構造 ―
機能相関関係の研究

大腸菌細胞膜・脱水素酵素及び共役因子の生合成機構 に関
する研究
日本列島の自然地理学的特異性

C aulobacter の細胞周期にかける形態形成の制御に関
する研究

痕跡成分の分析のための相関NMRシ ステムの改良

計

究 (D)

非保存系摂動論

雪の結晶の成長機構 の研究

オーロラ・ エレクトロジェットに伴 う不安定波動の非線解析

楊整桑配羅蒙
による気体光電子スペクトルの測定およびそ

2-フ ッ化 ピリジニウム塩を用いるテルベンアルコールの
環化反応の研究
1-シ アノー 1-メ チルエチルラジカルによる置換反応の
機構解明ならびに合成への応用

PrOsopis アルカロイド及びその関連化合物の合成

ホウライング原系体の細胞分裂時期を制御する光受容体存
在位置の解析
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課題番号

264216

204224

264225

2.o14226

26.4266

264267

264274

題究研
'研

究担当者

奨 励 研

274‐ 004

2‐740.0.5

274000

274097

27.4130

274172

274182

274224

274246

274259

278090

278102

278103

島 田

雨 官

馬 場

堀 越‐

鹿 国

壇 原

15

瀬

り‖

原

藤

沢

林

り||

野

岡

猪

堀

北

内

・梅

小

本

狩

夫

勲

一忍

計

総 合 研 究 は )

234051 ェント千ストラーカ(甲殻類 )の音壺物学的研究

孟鐘 8颯 化の光鋼 象‐に動 る光瘍 1 井 上 康 員り

初期発生胚細胞のDN融 機構0研究

ウ■拳
=調

籠
‐
ヨ膜|ら暴

織毛運動の機構の構造的基礎についての研究    ‐

T躍曹罷常蹴 :暑〔]軍1[lliジ

エ・ ~

日私 融 蓋の多雑 術 と距離術

計

究 鱈)

射識鴨禁酷野'7‐不変量(AⅢ y4等はa
ある1種0代薮由面の研究

代数曲面の構造

固体麺 における原子移動の理納 研究

ホウ化金属|の触鰈作用

セフミッタスを電極に用|いる電気た学分析法に関する研究

姜セ誓莞l∵:窟ふ鷹獣慇
線による長同期澤

西南日本内帯蘭部に籍け:る 申生代の構造運動

13件

花 井 哲 郎

拓

昭 南

確 次

叡

直‐建

和‐郎

件

睦 雄

博 司

穎|二

和 夫

周 式

喜 夫

‐ 昭        子

達 雄

謙 ‐

補助金額

410,0100

40Q00o

4001000

41010100

390000

390,000.

40'000

6.0‐ 50,0001

3bQ000

4010,000

310,000

30Q000

35,000

400,000

41Q000

360,000‐

32101000

380,000

300,000

300,0010

28Q000

450Q000

3.6510:000

膏零参議曇努室弁ウ勢ψ警君徘易響御装置
Otll作及びプ 福山博之

近螂 市に射ける住宅立地の予測モデルの作成‐     久 保 幸

霰菱
な突然変異株を用いた入ファージの欲 と機館の 篠

暑鰹穆艤籍
によるシヨウノおパエ酸‐篠黙の藤日
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去 る 7月 29日 中国高エネル

ギー物理代表団 (張文裕団長

ほか 6人 )が理学部を訪問 し

た。

物理会議室並びに赤門学士

会館にて,中国や日本におけ

る高エネルギー加速器の現状

などについて歓談 し, 2時過

ぎ辞去された。 (写真参照 )

また,去 る6月 9日 には中

国科学院高分子代表団 (張 自

成団長ほか 7人 )の うち叢膚

民長春応用化学研究所研究員

ら4名が化学教室および生物

化学教室を訪問され,ラ マン

分光,フ ーリエ変換赤外分光,270 MHz核磁気共

鳴などによる高分子をおよびそれに関連 した研究の

状況を約 2時間にわたって視察した。

19r4年 度 米 国 NIH特 別研 究

員 の募 集 につ いて

日本学術会議事務局よりこの程募集要項 (庶務掛

に保管 )が送られて参 りましたので,応募される方

は事務部庶務掛へ 9月 24日 (Dま でに必要書類を御

提出下さい。

申国学術視察 団の来訪

編 集 後 記

前号 (6月 発行 )にいろいろな誤りや脱落があり,

各方面からご指摘をうけました。お詫び申し上げま

す。

<訂正> p。 11。 題の「三崎の寅さん」は「三崎

の貞さん」に訂正。

<脱落> 表紙rC 9巻 2号 昭禾口52年 6月 を入れ

る。              (T)

下 清一郎 (動物 )内 線

木 秀 夫 (地理 )内 線

隅 三 生 (化学 )内 線

難
仁ド
臨
旺
甲

編
「

―

―

―

―

リ
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